
(57)【要約】

【課題】　電磁調理器のフラットプレートにガスを燃焼

させやすい構造にすることで、料理に合せて電磁誘導加

熱方式のほかに直火を使い分ける。

【解決手段】　フラットプレート２下部に設けた誘導加

熱コイル３と、フラットプレート２に開けた透孔４と、

透孔４に配置したガス燃焼用バーナー５とを備え、フラ

ットプレート２を平坦な状態を維持することができ、電

磁誘導加熱器１として使用するときに支障が生じないよ

うになっている。フラットプレート２に複数の凹部６を

形成し、各凹部６に開けた透孔４にガス燃焼用バーナー

５を配置した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） 下 部 に 設 け た 誘 導 加 熱 コ イ ル （ ３ ） と 、
　 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 開 け た 透 孔 （ ４ ） と 、
　 前 記 透 孔 （ ４ ） に 配 置 し た ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） と 、 を 備 え た 、
こ と を 特 徴 と す る ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） 上 面 に 燃 焼 空 気 対 流 用 の 凹 部 （ ６ ） を 形 成 し 、 該 凹 部 （ ６ ）
に 透 孔 （ ４ ） を 開 け た 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 複 数 の 凹 部 （ ６ ） を 形 成 し 、 各 凹 部 （ ６ ） に 開 け た 透 孔 （
４ ） に ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） を 配 置 し た 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ の ガ ス コ
ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） は 、 ガ ス 吹 出 し 口 （ ７ ） と 空 気 混 合 用 の 空 気 供 給 口 （ ８ ）
を 前 記 透 孔 （ ４ ） に 並 列 配 置 し た も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ の ガ
ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） は 、 ガ ス 吹 出 し 口 （ ７ ） と 同 軸 状 に 空 気 供 給 口 （ ８ ） を 設
け た も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 複 数 の 凹 部 （ ６ ） を 形 成 し 、 各 凹 部 （ ６ ） に 透 孔 （ ４ ） を
開 け 、
　 前 記 透 孔 （ ４ ） に 、 前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） の ガ ス 吹 出 し 口 （ ７ ） を 、 そ の 火 炎
が 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 周 囲 方 向 へ 向 く よ う に 、 該 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） 面 に
対 し て 傾 斜 さ せ て 配 置 し た 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導
加 熱 器 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 複 数 の 凹 部 （ ６ ） を 形 成 し 、 各 凹 部 （ ６ ） に 透 孔 （ ４ ） を
開 け 、
　 各 透 孔 （ ４ ） に 、 前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） の ガ ス 吹 出 し 口 （ ７ ） を 、 そ の 火 炎 が
前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 中 心 方 向 へ 向 く よ う に 、 該 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） 面 に 対
し て 傾 斜 さ せ て 配 置 し た 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加
熱 器 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 下 方 に 、 カ セ ッ ト 型 ガ ス ボ ン ベ （ ３ ２ ） を 着 脱 自 在 に 装 着
す る 格 納 部 （ ３ ３ ） を 設 け た 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱
器 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） に よ る 火 力 に 応 じ て 空 気 供 給 量 を 増 減 す る コ ン プ レ ッ サ を
更 に 備 え た 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
中 心 に 透 孔 （ ４ ） を 開 け た フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） と 、
　 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 下 部 に 配 置 し た 、 中 心 に 空 洞 を 有 す る 誘 導 加 熱 コ イ ル （
３ ） と 、
　 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 透 孔 （ ４ ） 及 び 誘 導 加 熱 コ イ ル （ ３ ） の 空 洞 か ら 、 燃 焼
対 流 空 間 （ ２ ２ ） が 形 成 で き る 程 度 に 距 離 を あ け て 配 置 し た ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） と
、
　 前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） か ら の 排 気 を 吸 引 す る 排 気 部 （ ２ ４ ） と 、 を 備 え た 、
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こ と を 特 徴 と す る ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 排 気 部 （ ２ ４ ） は 、 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 透 孔 （ ４ ） の 壁 面 に 開 け た 吸 気 孔
と 、 該 吸 気 孔 に 連 結 し た 吸 気 管 と か ら 成 る も の で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ の ガ
ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 磁 力 線 の 作 用 で 鍋 自 体 を ヒ ー タ ー の よ う に 発 熱 さ せ る 電 磁 誘 導 加 熱 を 利 用 し
た 加 熱 器 に 係 り 、 こ の 加 熱 器 に 直 火 用 の ガ ス コ ン ロ 機 能 を 備 え た ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導
加 熱 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 磁 調 理 器 は 、 電 磁 誘 導 加 熱 （ Ｉ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ  Ｈ ｅ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ ） を 利 用 し て 磁 力
線 の 作 用 で 、 鍋 自 体 を ヒ ー タ ー の よ う に 発 熱 さ せ る コ ン ロ で あ る 。 例 え ば 、 図 ９ に 示 す よ
う に 、 電 磁 調 理 器 ５ １ は フ ラ ッ ト プ レ ー ト ５ ２ の 下 部 に 誘 導 加 熱 コ イ ル ５ ３ を 設 け た も の
で あ る 。 こ の 電 磁 調 理 器 ５ １ は フ ラ ッ ト プ レ ー ト ５ ２ に う ず ま き 状 の 誘 導 加 熱 コ イ ル ５ ３
か ら 発 生 す る 磁 力 線 に よ っ て 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト ５ ２ 上 に 置 か れ た 鉄 鍋 Ｐ の 底 に う ず 電 流
を 生 じ さ せ 、 鉄 は 電 気 抵 抗 が あ る た め 、 流 れ る 電 流 が 熱 に 変 え ら れ 、 こ の 鉄 鍋 Ｐ の 底 面 か
ら 加 熱 さ れ る 。 こ の 電 磁 調 理 器 ５ １ で 使 用 す る こ と が で き る 加 熱 用 容 器 と し て は 、 鉄 鍋 Ｐ
の 他 に 鉄 ホ ー ロ ー 鍋 、 ス テ ン レ ス 鍋 、 鉄 フ ラ イ パ ン な ど が あ る 。 そ の た め に 、 土 鍋 や 耐 熱
ガ ラ ス は 使 用 す る こ と が で き な か っ た 。 な お 、 ア ル ミ 鍋 が 使 え な い の は 、 抵 抗 が 少 な い の
で 電 流 は 通 っ て も 充 分 な 発 熱 が 得 ら れ な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 陶 磁 器 又 は ガ ラ ス 等 の 非 金 属 製 の 加 熱 用 容 器 を 電 磁 調 理 器 と 同 時 に 使 用 す る た
め の 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ の 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ６ ８ ５ ６ 公 報 「 組 込 型
電 磁 誘 導 加 熱 部 付 き ガ ス コ ン ロ 」 の よ う に 、 一 つ の 外 郭 体 に 電 磁 誘 導 加 熱 部 の 他 に ガ ス コ
ン ロ 部 と を 収 納 し た 電 磁 調 理 器 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ガ ス コ ン ロ は 、 外 郭 体 と 、 外 郭 体 の 天 板 と 、 外 郭 体 内 に 設 け た 電 磁 誘 導 加 熱 部 及 び
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る ガ ス コ ン ロ 部 と 、 外 郭 体 前 面 に 設 け た 操 作 パ ネ ル と 、 操 作 パ
ネ ル に 設 け た 操 作 パ ネ ル 吸 気 部 と を 備 え た も の で あ る 。 電 磁 誘 導 加 熱 部 下 部 外 周 に は 吸 ・
排 気 カ バ ー を 設 け 、 こ の 吸 ・ 排 気 カ バ ー 内 を 操 作 パ ネ ル 吸 気 部 と 天 板 の 排 気 部 と に 連 通 さ
せ た も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ ６ ８ ５ ６
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 電 磁 誘 導 加 熱 部 付 き ガ ス コ ン ロ は 、 電 磁 誘 導 加 熱 部 は 磁 力 線 の 働 き で 鍋 そ の も の が
発 熱 す る の で 、 熱 効 率 が よ く 、 火 事 の 心 配 も な い が 使 用 で き る 鍋 の 種 類 が 限 定 さ れ て い た
。 そ こ で 、 ガ ス コ ン ロ 部 と 電 磁 誘 導 加 熱 部 と を 設 け て 、 こ れ ら の 電 磁 誘 導 加 熱 部 と ガ ス コ
ン ロ 部 と の 使 い 分 け で 料 理 に 合 せ た 鍋 を 使 用 で き る よ う に す る こ と で 、 ほ と ん ど の 鍋 を 使
用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 組 込 型 電 磁 誘 導 加 熱 部 付 き ガ ス コ ン ロ は 、 図 １ ０
に 示 す よ う に 、 電 磁 誘 導 加 熱 部 ６ １ と ガ ス コ ン ロ 部 ６ ２ と を 備 え た も の で あ る た め に 、 ガ
ス コ ン ロ 部 ６ ２ に は 五 徳 ６ ３ を 備 え る 必 要 が あ る 。 こ の 五 徳 ６ ３ は 鍋 等 の 加 熱 用 容 器 を 載
せ る 金 属 製 の 部 材 あ る 。 こ の 五 徳 ６ ３ は 、 燃 焼 用 ガ ス に 空 気 を 効 率 よ く 混 合 さ せ 、 空 気 の
対 流 を 形 成 さ せ る よ う に 、 数 本 の 脚 か ら 成 る 輪 状 の も の で あ る 。 し か し 、 こ の 五 徳 ６ ３ に
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よ る 凸 凹 面 が 生 じ 、 フ ラ ッ ト な ワ － ク ト ッ プ と い う 電 磁 誘 導 加 熱 調 理 器 の 形 状 的 な 特 徴 を
減 殺 す る と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 組 込 型 電 磁 誘 導 加 熱 部 付 き ガ ス コ ン ロ は 、 電 磁 誘 導
加 熱 部 ６ １ と ガ ス コ ン ロ 部 ６ ２ と を 備 え た も の で あ る た め に 、 最 低 ２ 個 以 上 の コ ン ロ を 必
要 と す る の で 加 熱 調 理 器 が 大 掛 か り な も の に な る と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 発 明 者 は 、 電 磁 誘 導 加 熱 調 理 器 自 体 に 直 火 機 能 を 兼 ね 備 え る こ と に 着
目 し た 。 通 常 は 電 磁 誘 導 加 熱 方 式 に よ り 加 熱 調 理 し 、 火 事 の 心 配 も な く 安 全 に 調 理 す る こ
と が で き る 。 同 じ 加 熱 調 理 器 に 、 焙 り に よ る 料 理 や 中 華 な べ の よ う に コ ン ロ か ら 鍋 を 離 し
て 加 熱 す る 調 理 に 際 し て 直 火 も 使 え る 構 造 に 着 目 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 電 磁 調 理 器 ５ １ の ト ッ プ プ レ ー ト ５ ２ は 、 鍋 の 底 面 密 着 す る よ う に 平 坦 に 形 成 す
る 必 要 が あ る 。 電 磁 調 理 器 ５ １ の う ず ま き 状 の 誘 導 加 熱 コ イ ル ５ ３ か ら 発 生 す る 磁 力 線 と
ト ッ プ プ レ ー ト ５ ２ 上 に 置 か れ た 鉄 鍋 Ｐ の 底 に う ず 電 流 を 生 じ さ せ る た め で あ る 。 そ こ で
、 こ の よ う な ト ッ プ プ レ ー ト ５ ２ に ガ ス コ ン ロ 用 の 五 徳 ６ ３ を 備 え 付 け る こ と は 構 造 的 に
不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 点 を 解 決 す る た め に 創 案 さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 本 発 明 の
目 的 は 、 電 磁 調 理 器 の フ ラ ッ ト プ レ ー ト に ガ ス を 燃 焼 さ せ や す い 構 造 に す る こ と で 、 料 理
に 合 せ て 電 磁 誘 導 加 熱 方 式 の ほ か に 直 火 を 使 い 分 け る こ と が で き る ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘
導 加 熱 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） 下 部 に 設 け た 誘 導 加 熱 コ イ ル （ ３ ） と 、 前 記
フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 開 け た 透 孔 （ ４ ） と 、 前 記 透 孔 （ ４ ） に 配 置 し た ガ ス 燃 焼 用 バ
ー ナ ー （ ５ ） と 、 を 備 え た 、 こ と を 特 徴 と す る ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 が 提 供 さ れ る
。
　 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） 上 面 に 燃 焼 空 気 対 流 用 の 凹 部 （ ６ ） を 形 成 し 、 該 凹 部 （ ６
） に 透 孔 （ ４ ） を 開 け た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 複 数 の 凹 部 （ ６ ） を 形 成 し 、 各 凹 部 （ ６ ） に 開 け た 透 孔
（ ４ ） に ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） を 配 置 し た 。
　 前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） は 、 ガ ス 吹 出 し 口 （ ７ ） と 空 気 混 合 用 の 空 気 供 給 口 （ ８
） を 前 記 透 孔 （ ４ ） に 並 列 配 置 し た も の で あ る 。
　 前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） は 、 ガ ス 吹 出 し 口 （ ７ ） と 同 軸 状 に 空 気 供 給 口 （ ８ ） を
設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 複 数 の 凹 部 （ ６ ） を 形 成 し 、 各 凹 部 （ ６ ） に 透 孔 （ ４ ）
を 開 け 、 前 記 透 孔 （ ４ ） に 、 前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） の ガ ス 吹 出 し 口 （ ７ ） を 、 そ
の 火 炎 が 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 周 囲 方 向 又 は 中 心 方 向 へ 向 く よ う に 、 該 フ ラ ッ ト
プ レ ー ト （ ２ ） 面 に 対 し て 傾 斜 さ せ て 配 置 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 下 方 に 、 カ セ ッ ト 型 ガ ス ボ ン ベ （ ３ ２ ） を 着 脱 自 在 に 装
着 す る 格 納 部 （ ３ ３ ） を 設 け た 。
　 前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） に よ る 火 力 に 応 じ て 空 気 供 給 量 を 増 減 す る コ ン プ レ ッ サ
を 更 に 備 え た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 構 成 に よ れ ば 、 中 心 に 透 孔 （ ４ ） を 開 け た フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） と 、 前
記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 下 部 に 配 置 し た 、 中 心 に 空 洞 を 有 す る 誘 導 加 熱 コ イ ル （ ３ ）
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と 、 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 透 孔 （ ４ ） 及 び 誘 導 加 熱 コ イ ル （ ３ ） の 空 洞 か ら 、 燃
焼 対 流 空 間 （ ２ ２ ） が 形 成 で き る 程 度 に 距 離 を あ け て 配 置 し た ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ）
と 、 前 記 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） か ら の 排 気 を 吸 引 す る 排 気 部 （ ２ ４ ） と 、 を 備 え た 、
こ と を 特 徴 と す る ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 が 提 供 さ れ る 。
　 前 記 排 気 部 （ ２ ４ ） は 、 前 記 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 透 孔 （ ４ ） の 壁 面 に 開 け た 吸 気
孔 と 、 該 吸 気 孔 に 連 結 し た 吸 気 管 と か ら 成 る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 誘 導 加 熱 コ イ ル （ ３ ） と 共 に 備 え た ガ ス 燃 焼 用
バ ー ナ ー （ ５ ） を 設 け た の で 、 平 坦 な フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） で あ っ て も 直 火 の 火 炎 を 生
じ さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 上 面 側 に 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー
（ ５ ） を 配 置 す る た め に 透 孔 （ ４ ） に 空 気 対 流 用 の 凹 部 （ ６ ） を 設 け た の で 、 フ ラ ッ ト プ
レ ー ト （ ２ ） を 平 坦 な 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。 そ こ で 、 本 発 明 は 底 部 が 平 坦 な 鍋 等
を 載 せ る 電 磁 誘 導 加 熱 器 と し て 使 用 す る と き に 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 載 せ た 鍋 底 に
う ず 電 流 を 生 じ さ せ 、 十 分 な 発 熱 を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） の ガ ス 吹 出 し 口 （ ７ ） を フ ラ ッ ト
プ レ ー ト （ ２ ） 面 に 対 し て 傾 斜 さ せ て 配 置 し た の で 、 そ の 火 炎 が フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ）
の 周 囲 方 向 又 は 中 心 方 向 へ 向 く よ う に 空 気 対 流 が 形 成 さ れ る 。 そ に よ り 、 焙 り 加 熱 調 理 に
使 用 す る こ と が で き る 。 更 に 、 電 磁 誘 導 加 熱 器 に 鍋 を 載 せ た と き で も 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ
ー （ ５ ） を 閉 塞 し な け れ ば 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） を 燃 焼 さ せ 、 ガ ス コ ン ロ と し て 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 下 部 に 、 着 脱 式 の カ セ ッ ト 型 ガ ス ボ ン ベ （ ３ ２ ） を 使 用 す る
こ と で 、 ガ ス の 配 管 が 不 要 に な り 、 本 発 明 の 電 磁 誘 導 加 熱 器 １ を 室 内 で 容 易 に 移 動 さ せ る
こ と が で き る 。
　 一 方 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） に よ る 火 力 に 応 じ て 空 気 供 給 量 を 増 減 す る コ ン プ レ ッ
サ を 備 え た も の は 、 中 華 料 理 の よ う な 強 力 な 火 力 を 必 要 と す る 料 理 に 利 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） の 中 心 の 透 孔 （ ４ ） に 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） と 排 気 部 （
２ ４ ） と 、 を 備 え た も の で は 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） か ら の 排 気 を 吸 引 す る の で 、 フ
ラ ッ ト プ レ ー ト （ ２ ） に 鍋 を 載 せ 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） を 閉 塞 し た と き で も 、 ガ ス
燃 焼 用 バ ー ナ ー （ ５ ） を 燃 焼 さ せ 、 ガ ス コ ン ロ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 は 、 電 磁 誘 導 加 熱 調 理 器 と し て 機 能 す る フ ラ ッ
ト プ レ ー ト の 下 部 に 設 け た 誘 導 加 熱 コ イ ル と 、 こ の 同 じ フ ラ ッ ト プ レ ー ト に 直 火 用 の ガ ス
燃 焼 用 バ ー ナ ー を 配 置 し た も の で あ る 。 主 に 、 電 磁 誘 導 加 熱 調 理 器 と し て 使 用 す る こ と は
勿 論 の こ と 、 焙 り に よ る 料 理 や 中 華 な べ の よ う に コ ン ロ か ら 鍋 を 離 し て 料 理 す る 際 の 直 火
も 使 え る よ う に な っ て い る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 実 施 例 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ２ は 実 施 例 １
の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
　 実 施 例 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 １ は 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ の 下 部 に 誘 導 加 熱
コ イ ル ３ を 取 り 付 け 、 電 磁 誘 導 加 熱 方 式 で 加 熱 調 理 で き る よ う に な っ て い る 。 更 に 、 こ の
同 じ フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ に 透 孔 ４ を 開 け 、 こ の 透 孔 ４ に ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ を 配 置 し 、
ガ ス コ ン ロ と し て 利 用 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に １ 枚 の フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ に
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誘 導 加 熱 コ イ ル ３ と ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ の 両 方 を 備 え る こ と に よ り 、 １ 台 の 加 熱 器 １ （
コ ン ロ ） で 、 電 磁 誘 導 加 熱 方 式 に よ る 加 熱 調 理 と 直 火 に よ る 加 熱 調 理 が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 誘 導 加 熱 コ イ ル ３ は 、 う ず ま き 状 の コ イ ル か ら な り 、 こ れ か ら 発 生 す る 磁 力 線 に よ っ て
フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ 上 に 置 い た 鉄 鍋 Ｐ の 底 に う ず 電 流 を 生 じ さ せ 、 流 れ る 電 流 が 熱 に 変 え
ら れ 、 こ の 鍋 Ｐ の 底 面 か ら 加 熱 す る こ と が で き る 。 こ の 電 磁 調 理 器 １ で 使 え る 加 熱 用 容 器
と し て は 、 鉄 鍋 以 外 に 、 鉄 ホ ー ロ ー 鍋 、 ス テ ン レ ス 鍋 、 鉄 フ ラ イ パ ン な ど が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 実 施 例 １ の ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
　 実 施 例 １ の ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ は 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ の 上 面 側 に 燃 焼 空 気 対 流 用 の
凹 部 ６ を 形 成 し 、 こ の 凹 部 ６ に 透 孔 ４ を 開 け 、 こ の 透 孔 ４ に 、 ガ ス 吹 出 し 口 ７ と 空 気 混 合
用 の 空 気 供 給 口 ８ を 並 列 配 置 し た 。 こ れ は フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ 上 に は 五 徳 の よ う な 出 っ 張
り の あ る 部 材 を お け な い の で 、 燃 焼 に 必 要 な 空 気 の 対 流 を フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ 上 に お い て
形 成 す る こ と が で き な い か ら で あ る 。 そ こ で 、 こ の よ う に 平 坦 な フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ に 凹
部 ６ を 形 成 し 底 か ら ガ ス と 空 気 を 供 給 す る よ う に 構 成 し た 。 図 示 例 で は 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー
ナ ー ５ を 円 形 状 に ８ 箇 所 設 け て い る が 、 こ の 数 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 こ の ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ の 空 気 を 空 気 供 給 口 ８ に 供 給 す る 空 気 供 給 管 ９ に 自 然
供 給 の 他 に 、 強 制 供 給 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ に よ る 火 力 に 応
じ て 空 気 供 給 量 を 増 減 す る コ ン プ レ ッ サ を 更 に 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 に 鍋 を 載 せ て 電 磁 誘 導 加 熱 器 と し て 使 用
す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 本 発 明 の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 １ に 鍋 Ｐ を 載 せ 電 磁 誘 導 加 熱 器 と し て 使 用 す る
と き は 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ の 上 に 鍋 Ｐ を 載 せ 、 誘 導 加 熱 コ イ ル ３ に 通 電 し て 磁 力 線 の 作
用 で 、 鍋 Ｐ 自 体 を ヒ ー タ ー の よ う に 発 熱 さ せ る 。 即 ち 、 誘 導 加 熱 コ イ ル ３ か ら 発 生 す る 磁
力 線 に よ っ て 上 に 置 か れ た 鍋 Ｐ の 底 に う ず 電 流 を 生 じ さ せ 、 流 れ る 電 流 を 熱 に 変 え 、 こ の
鍋 Ｐ の 底 面 か ら 加 熱 す る こ と が で き る 。 使 用 す る 鍋 Ｐ の 底 面 の 形 状 は 、 図 示 す る よ う に フ
ラ ッ ト プ レ ー ト ２ に 密 着 す る よ う に 扁 平 に 形 成 し た も の が 最 適 で あ る 。 そ の 底 面 の 直 径 が
１ ０ ～ ２ ５ cmの 範 囲 内 で あ れ ば 使 用 す る こ と が で き る 。 約 ２ ５ cm以 上 の も の は 周 囲 に 熱 が
伝 達 し に く く な り 、 加 熱 が 困 難 に な る こ と が あ る 。 逆 に 、 底 面 の 直 径 が １ ２ ｃ ｍ 未 満 や 底
面 が 丸 い も の は 熱 効 率 が 悪 く な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 実 施 例 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を ガ ス コ ン ロ と し て 使 用 す る 状 態 を 示
す 断 面 図 で あ る 。
　 本 発 明 の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を ガ ス コ ン ロ と し て 使 用 す る と き は 、 フ ラ ッ ト
プ レ ー ト ２ に ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ を 配 置 す る た め に 透 孔 ４ に 設 け た 空 気 対 流 用 の 凹 部 ６
に よ り 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ を 燃 焼 さ せ 、 ガ ス コ ン ロ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 特
に 焙 り 加 熱 調 理 に 使 用 す る こ と に 適 し て い る 。 更 に 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ を 平 坦 な 状 態 に
維 持 す る こ と が で き 、 主 に 利 用 す る 電 磁 誘 導 加 熱 器 １ と し て 使 用 す る と き に 、 底 部 が 平 坦
な 鍋 等 の 加 熱 容 器 を 使 用 し て 電 磁 誘 導 加 熱 機 能 を 害 す る こ と は な い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ は 実 施 例 ２ の ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
　 実 施 例 ２ の ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ は 、 ガ ス 吹 出 し 口 ７ を フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ 面 に 対 し て
傾 斜 さ せ て 配 置 し た も の で あ る 。 こ の よ う に ガ ス 吹 出 し 口 ７ を 傾 斜 さ せ て 配 置 す る こ と に
よ り 、 そ の 火 炎 が フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ の 周 囲 方 向 又 は 中 心 方 向 へ 向 く よ う に 空 気 対 流 が 形
成 さ れ る た め 、 焙 り 加 熱 調 理 に 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ５ に 示 し た 中 華 鍋 の よ
う な 底 面 の 形 状 が 丸 み を 帯 び た も の で 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ の 開 口 を 閉 塞 し な け れ ば 、
電 磁 誘 導 加 熱 器 １ に 鍋 Ｐ を 載 せ た と き で も 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ を 燃 焼 さ せ 、 ガ ス コ ン
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ロ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ は 実 施 例 ３ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 実 施 例 ３ の 電 磁 誘 導 加 熱 器 ２ １ は 、 中 心 に 透 孔 ４ を 開 け た フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ と 、 こ の
フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ の 下 部 に 配 置 し た 、 同 心 状 に 空 洞 を 有 す る 誘 導 加 熱 コ イ ル ３ と 、 フ ラ
ッ ト プ レ ー ト ２ の 透 孔 ４ 及 び 誘 導 加 熱 コ イ ル ３ の 空 洞 か ら 、 燃 焼 対 流 空 間 ２ ２ が 形 成 で き
る 程 度 に 距 離 を あ け て 配 置 し た ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ２ ３ と 、 こ の ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ２ ３
か ら の 排 気 を 吸 引 す る 排 気 部 ２ ４ と 、 を 備 え た も の で あ る 。
　 な お 、 排 気 部 ２ ４ は 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ の 透 孔 ４ の 壁 面 に 吸 気 孔 （ 図 示 し て い な い ）
を 開 け 、 こ の 吸 気 孔 に 吸 気 管 を 連 結 す る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ の 中 心 の 透 孔 ４ に 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ と 排 気 部 ２ ４ と を 備 え た
も の で は 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ か ら の 排 気 を 排 気 部 ２ ４ が 効 果 的 に 吸 引 す る の で 、 フ ラ
ッ ト プ レ ー ト ２ に 鍋 Ｐ を 載 せ 、 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー ５ の 開 口 を 閉 塞 し た と き で も 、 ガ ス 燃
焼 用 バ ー ナ ー ５ を 燃 焼 さ せ 、 ガ ス コ ン ロ と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ は 実 施 例 ４ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 実 施 例 ４ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 ３ １ は 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ の 下 部 に 、 カ セ
ッ ト 型 ガ ス ボ ン ベ ３ ２ を 着 脱 自 在 に 装 着 す る 格 納 部 ３ ３ を 設 け る こ と が で き る 。 ガ ス 燃 焼
用 バ ー ナ ー ５ に は 必 ず し も 都 市 ガ ス 又 は プ ロ パ ン ガ ス 等 を 供 給 す る 必 要 は な く 、 簡 易 な カ
セ ッ ト 型 の ガ ス ボ ン ベ ３ ２ を 着 脱 自 在 に 装 着 す る 方 式 を 採 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う
に 構 成 す れ ば 、 ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 １ は 商 用 電 気 を 接 続 す る だ け で 調 理 に 利 用
す る こ と が で き る 。 即 ち 、 ガ ス の 配 管 は 不 要 に な り 、 本 発 明 の 電 磁 誘 導 加 熱 器 １ を 室 内 で
容 易 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 料 理 に 合 せ て 電 磁 誘 導 加 熱 方 式 の ほ か に 直 火 の 加 熱 を 使 い 分 け る こ と
が で き る よ う に 電 磁 調 理 器 １ の フ ラ ッ ト プ レ ー ト ２ に ガ ス を 燃 焼 さ せ や す い 構 造 で あ れ ば
、 上 述 し た 発 明 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 更 で
き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 は 、 主 に 家 庭 用 キ ッ チ ン に 利 用 で き る が 、 業 務
用 に 利 用 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 に 鍋 を 載 せ て 電 磁 誘 導 加 熱 器 と し て 使 用
す る 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を ガ ス コ ン ロ と し て 使 用 す る 状 態 を 示
す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ２ の ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー を 示 す 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ３ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ４ の ガ ス コ ン ロ 付 き 電 磁 誘 導 加 熱 器 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 電 磁 調 理 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 電 磁 誘 導 加 熱 部 付 き ガ ス コ ン ロ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 １ 　 電 磁 誘 導 加 熱 器
　 　 ２ 　 フ ラ ッ ト プ レ ー ト
　 　 ３ 　 誘 導 加 熱 コ イ ル
　 　 ４ 　 透 孔
　 　 ５ 　 ガ ス 燃 焼 用 バ ー ナ ー
　 　 ６ 　 凹 部
　 　 ７ 　 ガ ス 吹 出 し 口
　 　 ８ 　 空 気 供 給 口
　 ２ ４ 　 排 気 部
　 ３ ２ 　 カ セ ッ ト 型 ガ ス ボ ン ベ
　 ３ ３ 　 格 納 部

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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